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五十嵐川の災害復旧助成事業 平成16年－20年度、延長3900ｍ、363億円

移転戸数 ４００棟（２６０世帯）

刈谷田川蛇行部の改修
移転戸数 １２４棟（８０世帯）

刈谷田川災害復旧助成事業＆関連緊急事業
総延長約27km、総工費481億円

刈谷田川の遊水地計画
合計面積約１００ ha、２００ｍ3 /sカット

A池

F池

2011・7・27-30
新潟・福島豪雨災害

300mm以上の豪雨域面積：5809km2

2011・9・1-7（144時間雨量）
紀伊半島豪雨災害

300mm以上の豪雨域面積：10427km2

（出典：新潟県提供）
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基本高水ピーク流量 22000ｍ3 /s

計画高水流量 16500ｍ3 /s
洪水調節流量

5500ｍ3 /s流
量

時間

利根川八斗島における基本高水概念図

現在の治水計画の根本問題は、
永遠に解決しない治水計画を立案していることである。

もし、それが実現したら流域の自然は徹底的に破壊される。

利根川の治水計画

38

既設ダム+八ッ場ダム
1億1484万ｍ3 +6500万ｍ3 =1億7984万ｍ3

約 3億6000万ｍ3の不足！

５５００ｍ3 /s分カットするのに
必要な洪水調節容量

約5億4000万ｍ3
（以前の６０００ｍ3 /s調節計画から按分計算）

洪水調節容量の比較

八斗島上流
流域面積
約5114㎞2

利根川上流域でのダム計画

あと十数個のダムが必要？？
この計画は達成不可能？
こんな無謀な計画はやめるべき！

小千谷地点流域面積
９，７１９km２

大町ダム

三国川ダム

破間川ダム

千曲川上流ダム（白紙）
（構想1954年、高さ80m、7000万m3）

信濃川の治水計画

中止

小千谷地点基本高水１３，５００m３／sのうち
上流ﾀﾞﾑ群で２，５００m３／s分を調節する。
そのためには総洪水調節容量は

３億２千万ｍ３が必要とのことである。

既設では

大町ﾀﾞﾑ（２０００万m３）、
三国川ﾀﾞﾑ（１８００万ｍ３）、

破間川ダム（１２６０万ｍ３） しかない。

信濃川治水計画は、いつ完成するのか？

清津川ダム（中止）
（実施調査1966年、
高さ150m、1億7000万m3）
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豊川の流量配分図

設楽ダムで1,000m3/s分カットできたとして
あと2,000m3/s分はどうするのか？

↑石田地点流域面積 545km2

石田地点
基本高水7100m3/s
計画流量4100m3 /s
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現在の治水の問題点

・今までに経験のない豪雨が広域に降るようになっている。
・計画を超えるような洪水に対して、堤防のどこが破堤するのか分からない。
・人家密集地で、高い堤防が破堤すると、激流となって壊滅的被害が発生する。

究極の治水策
・被害が相対的に少ないところで、人為的に越流させるけれど、破堤させず、被害
を最小限に抑えること。

↓
伝統的な河川工法に学ぶ！・・・・水害防備林 etc.

今後の治水策
・計画を超える洪水に対しても持ちこたえられる治水に！
・堤防の高さはある程度高くなっているので、

越流してもすぐに破堤しないように、
数時間持ち堪えられる堤防に強化すること！

桂離宮書院＝水屋

桂川右岸堤防の笹垣

＝水害防備林

(大熊撮影）中村軒の中村喜芳氏

桂川

桂川右岸堤防

(大熊撮影）

(鈴木哲撮影）

４・究極の治水体系は400年前にある

城原川(筑後川右支川）の野越 成富兵庫茂安(１５６０～１６３４）の造成

堤防を越流するところを限定して、即ち、越流堤を設けて破堤による氾濫を防ぐ。

鶴西

出典：田中秀子「城原川の野越と受け堤」
佐賀自然研究 １１、２００５、p.51

（大熊撮影）

2009・7・26，11：00頃 越流状況

この上流に城原川ダムが計画されている！

（出典:国土交通省パンフレット）
2009・7・26 11：00頃②、③，④、⑥から越流
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霞堤

昭和５３年６月洪水
信濃川支川・渋海川における水防活動

流域住民だけの話し合いで、利害調整し、治水をしていた。

（提供:越路町）
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中条堤

近世における利根川治水

利根川中流部の遊水地
貯留能力 約1億m3

中条堤

狭窄部

日本堤と墨田堤

酒巻

瀬戸井

伊奈忠次（１５５０～１６１０）考案？

荒川の遊水地

江戸湾
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明治23年 平成9年

・堤防位置は現状とほぼ類似

・鎧堤開口部(さし口)が広い

・右岸にも不連続部がある

・豊川放水路ができる

・右岸の鎧堤が締め切られる

・左岸については不連続のまま

・左岸不連続部は今後越流堤としてかさ
上げ予定(完全に連続化はしない)

（作成：寺村淳）

豊川鎧堤の機能

２

３

４

１

５

９

８

７

６

狭窄部

豊川鎧堤

１･東上
２･江島
３・加茂
４･下条
５･牛川
６・二葉
７･三上
８・当古
９･大村

下流主要市街地（豊橋）を優先的に守る。
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『金沢工事事務所・治水事業のあゆみ』
北陸地方建設局金沢工事事務所 昭和60年 巻頭

鎧堤と霞堤は異なる！

手取川の霞堤

三輪周蔵・萩原俊一｢河川工法」
常盤書房、１９２７年、１１６頁の記述

間違いの発端は？
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昭和５０年８月２４日洪水
石狩川右岸(月形町）の破堤
（出典：朝日新聞1975年8月25日付）

坂路のある地肌の出ている弱
点で破堤。

草で覆われた堤防は、意外と
強い！

少し補強してやれば堤防は土
でも強くなる。

土でできている堤防は強いか弱いか？

土堤原則
土は１０００年経っても腐らない！

５・越流してもすぐに壊れない堤防を求めて
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計画高水位と
堤防余裕高

計画洪水流量(ｍ3/ｓ） 余裕高（ｍ）
＜ ２００ ０．６

２００ ～ ５００ ０．８
５００ ～ ２０００ １．０
２０００ ～ ５０００ １．２
５０００ ～ １００００ １．５
１００００ ＜ ２．０

「河川砂防技術基準」より

堤防を強化して、
余裕高まで洪水を流せるようにすれば、

ダム群による洪水調節分程度は対応することができる。

◆水害防備林による強化法

◆薬液注入による強化法
◆矢板による強化法
◆連続地中壁による強化法
◆スーパー堤防？

出典：鋼管杭協会
｢鋼矢板を用いた
河川堤防補強技術」
平成１３年１月１日

堤防強化法はあるか？

TRD工法協会
パンフレットより

薬液注入による堤防強化実験（１９８４年４月）
植木組・福田石材・新潟大学（大熊研究室）による共同実験

越流開始後数分 越流開始後１時間

未強化堤防 注入強化堤防

問題点：堤体内のどこまで強化されたか分からない！

治水の王道は堤防にある。
堤防を越流しても、破堤しなければ、被害は最小限に抑えられる。
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１９８７年 高規格堤防 （通称：スーパー堤防）

問題点
スーパー堤防は“絵に描いた餅”？ 膨大な土量を必要とし、その
調達が難しいとともに、人家連担部では住民にダムの水没問題と同
様な犠牲を強いることになり、あまりに時間と工費がかかり過ぎる。

2012年1月の会計検査院報告書
25年間で整備率 1.1％
完成するのに2000年以上かかる？

出典：江戸川区スーパー堤防事業取消請求事件
原告準備書面(６)より、２０１３年３月２９日

連続地中壁工法
（Trench cutting RE-mixing Deep wall method:TRD工法）
1992年 チェーンカッター方式による仮設止水・土留壁造成を目的とした基本特許成立
1994年 ＴＲＤ施工機械（Ⅱ型）を神戸製鋼所（現コベルコクレーン）で開発

出典:TRD工法協会
パンフレットより

工費：1ｍ×0.6m×深さ10mで約30万円、100kmの堤防改良で約300億円

近年、地盤強化の技術は急速に進化している。

アメリカ・フロリダ州オケチョビ湖周囲堤225㎞改修にTRD工法を採用。（ １ｍ当り約90万円）

パワーブレンダー工法（P0werBlender Method）

工費：1m×1m×深さ10mで約6万円、100kmの堤防改良で約60億円

出典:パワーブレンダー工法協会パンフレット

ソイルセメント系で強化すれば、土堤と馴染みがよく、
浸透係数が小さく、洗掘にも強い堤防となる。
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